
令和5年10月12日
川崎市 環境局 脱炭素戦略推進室

川崎市の脱炭素化の取組
＜３R推進講演会＞



1-(1) 危機的な気候変動
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1-(2) 川崎市も例外ではありません
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○ パリ協定の世界全体の長期目標では・・・

○ ＩＰＣＣ「1.5℃特別報告書」によれば・・・

※１

世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分
低く抑え、さらに1.5℃以内に向けて努力をする

※1 パリ協定とは2020年以降の新たな温暖化対策の世界的な枠組みのこと。新しい枠組みは、京都議定書以来

※2  IPCCとは国連気候変動に関する政府間パネル(組織)のこと

気温上昇を1.5℃に抑えるためには世界のＣO2排出
量を2050年前後には実質ゼロに抑える必要がある
現在の進行速度では2030〜2050年に1.5℃に達する

※２

直面する気候危機④

○ 産業革命以前と比べて「1.5℃上昇」は、地球温暖化の影響が人類に深刻な
影響を与えるかどうかの「境界」とされている

1-(3) パリ協定とIPCC「1.5℃特別報告」
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1-(4) 国の法改正と目標設定等
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1-(5) 市域の温室効果ガス排出量の状況①
○2020年度の川崎市の温室効果ガス排出量（暫定値）は2,026万t-CO2で、2013

年度と比較して15.0%削減
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○ 2020年度（暫定値）のCO2排出量の部門別構成比をみると、産業系（産業、
工業プロセス、エネルギー転換）が全体の約76％を占めており、全国平均と
比べて、非常に大きい

全国の二酸化炭素排出量の
部門別構成比（2020年度）

市内の二酸化炭素排出量の
部門別構成比（2020年度暫定値）

川崎市の温室効果ガス排出状況②1-(6) 市域の温室効果ガス排出量の状況②
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1-(7) 市域の温室効果ガス排出量の状況③
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市域全体

民生系目標

市役所目標

産業系目標

再エネ目標

2030年度までに▲50%削減（2013年度比）

2030年度までに▲45%以上削減（2013年度比）

2030年度までに▲50%以上削減（2013年度比）

2030年度までに▲50%以上削減（2013年度比）

2030年度までに33万kW以上導入
(市域全体、2019年度実績20万kW)

(民生家庭・民生業務)

(産業・ｴﾈﾙｷﾞｰ転換・工業ﾌﾟﾛｾｽ)

(市公共施設全体)

市域目標

市役所目標

再エネ目標

※温室効果ガス等削減目標 国の目標より高水準！
（国：▲46％削減

（2013年度比))

Point２ 2030年度の削減目標等の設定

温室効果ガス等の削減目標
2050年の脱炭素社会の実現
のために達成すべき目標

2-(1) 川崎市の温室効果ガス削減目標
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重点事業（５大プロジェクト）について
重点事業（５大プロジェクト）

PJ2
産業系

PJ3
民生系

PJ4
交通系

PJ1
再エネ

PJ5
市役所

川崎臨海部のカーボンニュートラル化・市内産
業のグリーンイノベーション推進PJ

市民・事業者の行動変容・再エネ普及等促進PJ

交通環境の脱炭素化に向けた次世代自動車等促
進PJ

地域エネルギー会社を中核とした新たなプラッ
トフォーム設立による地域の再エネ普及促進PJ

市公共施設の再エネ100%電力導入等の公共施設
脱炭素化PJ

No. プロジェクト名 主な取組

・地域エネルギー会社を中核とした新た
なプラットフォームの設立

・川崎カーボンニュートラルコンビナー
ト構想に基づく取組推進

・事業者の新たな評価・支援制度の検討

・脱炭素先行地域における取組推進
・再エネ導入に係る義務制度の検討

・EV／FCVステーション拡充に向けた優
遇措置等の検討

・ 2030年度までに全ての市公共施設への
再エネ100%電力の導入

2-(2) 重点事業（５大プロジェクト）について②
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3-(1) 川崎市地球温暖化対策推進条例の改正概要
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3-(2) 川崎市温対条例に規定する新たな5つの制度
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3-(3) 条例改正後のスケジュール
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4 市役所の温室効果ガスの排出 PJ５ 関連
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 市役所の排出量の約４割が廃棄物焼却
 これは主に廃プラスチックの焼却によるもの
 しっかり分別して温室効果ガスの排出を減らす必要



高津区溝口周辺地域は様々な脱炭素に資する取組が展開
事業者・団体などで脱炭素アクションみぞのくち推進会議を組織

（R5.10現在 48会員）
こうした取組を通して、市民一人ひとりに実感してもらい、脱炭素型
のライフスタイルへの転換を目指す

令和４年４月、国の脱炭素先行地域に選定され、太陽光発電等の導入
を加速

みぞのくちを脱炭素エリアとして認識してもらえるようブランド化を
図っているところ

（１）脱炭素アクションみぞのくちとは？

PJ3 関連5 脱炭素モデル地区
「脱炭素アクションみぞのくち」①
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5 脱炭素モデル地区
「脱炭素アクションみぞのくち」②

PJ3 関連
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5 脱炭素モデル地区
「脱炭素アクションみぞのくち」③

PJ3 関連
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地域人材が学びながら情報発信
 「脱炭素アクションみぞのくち」の活動の様子

を地域の人材が楽しく学びながら情報発信
 様々な世代・分野で活躍する「インターン」22

名が企業へ訪問・取材をしたりイベントに参加
しながら、それぞれの目線から気軽に読んでい
ただける記事や活動レポートをWEBサイト上と
SNSで紹介

●YouTube（脱炭素アクションみぞのくち：
@carbon0_mizonokuchi）
https://www.youtube.com/@carbon0_mizonokuchi
●Instagram（脱炭素アクションみぞのくち：@dam_mizonokuchi）
https://www.instagram.com/dam_mizonokuchi/

フォローをお願いします

https://www.youtube.com/
https://www.instagram.com/dam_mizonokuchi/


御清聴ありがとうございました
かわさきカーボンゼロ ロゴ

CO2排出実質ゼロを目指す
葉は環境への配慮をイメージ

２つの矢印は資源、エネルギー、
炭素などの循環をイメージ

「かわさきカーボンゼロ」 ロゴマークは、2050年CO2排出実質ゼロ
を表現したロゴマークです。

2050年の脱炭素社会の実現には、現状の取組の延長線上では難しく、
一人ひとりが行動を起こすことにより、社会の行動変容を促し、脱炭
素化の技術革新に繋げていくことが必要です。

川崎市はよりよい未来をつくるため、市民・事業者の皆さまと挑戦
を続けてまいります。


